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定期監査結果報告書の提出について 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、「巣南中学校」の定期監査を実施

したので、同条第９項の規定により監査結果に関する報告書を提出する。 

 



定期監査結果報告書 

 

第１ 監査の概要 

１ 監査の対象 

「巣南中学校」における平成２３年４月１日から平成２３年１１月末

日までの財務に関する事務の執行と、重点項目として「需用費、備品購

入費」についての監査を行った。 

巣南中学校は、教育委員会の学校教育課に属し、校長以下教諭（非常

勤講師含む）、事務職員わせて２９名体制でで学校を運営している。生徒

数は平成２４年１月１０日現在で３学年の１５クラス、４２２名となっ

ている。 

     

２ 監査の実施日 

平成２４年１月３１日（火） 

 

３ 実施した監査手続 

監査の対象となった財務に関する事務の執行については、学校教育課

及び教育総務課から提出された資料を基に担当課から、学校の現状と課

題及び施設管理については、現地にて学校長からそれぞれ説明を求める

とともに、保健室、理科準備室、学校図書館、灯油保管庫の状況等の確

認も含め通常実施すべき監査手続を実施した。 

 

第２ 監査の結果 

 １ 財務について 

財務の執行は、巣南中学校が執行するもの以外に、学校教育課、教育

総務課がそれぞれ執行するものがあり、巣南中学校関係として次のとお

りであった。 

                                平成２３年１１月末現在 

科 目 予 算 額（円） 執行済額（円） 比率（％）

学校管理費 17,918,000 9,678,850 54.0

教育振興費 6,144,000 1,553,067 25.3

 

 ２ 「３軸ミュウロボ特別セット（技術科）」について 

    上記の品物を同一業者から１１月に５回購入していたため、一括で購

入できなかったのか確認したところ、一括購入すべきだったとの回答を

得た。瑞穂市契約規則及び同取扱要領によれば、５万円以上の物品購入

は、請書が必要となる。経理簿からすると事務を省略するために５万円

を超えないように分けて購入していると誤解を招くので、できるものは

まとめて購入するようにすべきである。 

 

３ 需用費の使途について 

   昨年度、学校管理費及び教育振興費それぞれの需用費でサッカーゴー

ルネットを購入していた。今年度、他の中学校でサッカーゴールネット

を備品として購入していたため、それぞれの違いを確認したところ、昨
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年度備品として購入しなければならないものを誤ったとの回答を得た。

今後は適正な執行に努められたい。 

 

 ４ 施設修繕について 

    今年度より、施設修繕の予算管理・執行は教育総務課が行うことにな

っているが、支出金調書の決裁を学校教育課が行っているものがあった

ので、今後はこのようなことがないよう徹底されたい。 

 

 ５ 保健室医薬品について 

    保健室にある医薬品は外用剤のみで、内服剤は置いてなかった。医薬

品は施錠できる薬品戸棚で保管され、養護教諭が管理を行っていたが、

薬品使用（管理）簿は備えてなかったので、保管管理には十分注意して

いただきたい。 

 

 ６ 理科準備室薬品について 

    薬品は、昨年度建設した特別教室棟にある理科準備室内の一角をホワ

イトボードで仕切って保管してあり、薬品台帳も整備されていた。しか

し、薬品戸棚は耐震対策がされてなく、発災の際には倒壊するので至急

対応すべきである。また、薬品整理箱に収納されてない薬品については、

薬品整理箱で収納できないか検討いただきたい。 

毒物及び劇物の保管場所には施錠はされていたが、毒物及び劇物取締

法に規定されている文字の表示はされてなかった。表示によって生徒の

目につくことを危惧してあえてされてないとのことであったが、きちん

と表示して生徒に理解させるべきである。 

処分に費用がかかるためそのまま保管されていた不要薬品があったの

で、予算を計上して早急に処分すべきである。 

実験廃液は置かれてなかった。 

 

 ７ 寄付について 

    寄付されたものの管理について確認したところ、台帳の整備が定かで

なかった。資産の管理上必要なので、他の学校も含め早急に確認して整

備しておくべきである。 

 

 ８ 学校給食費について 

    １２月末現在で、平成２１年度分の未納が 3,220,880 円、平成２２年

度分が 3,340,167 円となっている。これまで、教育委員会事務局には未

納解消を強く要望し続けているところである。学校給食費は２年で時効

となるため、このままいくと平成２３年度の不納欠損は、平成２２年度

の 3,217,210 円とほぼ同額になることが予想される。 

    今回、未納解消について校長先生にお願いしてみたところ、協力でき

ることは協力しますとの返事をいただけたので、教育委員会事務局は早

急に検討して対応いただきたい。 

 以上 
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